
も
の
づ
く
り
大
会

県
内
の
高
校
生

が
八
種
目
の
競

技
部
門
に
つ
い

て
そ
の
技
術
・

技
能
を
競
う
第

七
回
高
校
生
も

の
づ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト
鹿
児
島

大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

本
校
か
ら
は
六

部
門
に
出
場
、

こ
れ
ま
で
に
訓

練
し
習
得
し
た

高
度
な
技
を
披

露
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
三

部
門
に
お
い
て

上
位
入
賞
す
る

と
い
う
好
成
績。

を
収
め
ま
し
た

大会結果
電気工事部門
準優勝 電気科 年久保田 翔(吾平)3
３位 〃 内村裕輔(第一鹿屋)

電子回路組立部門
準優勝 電子科 年下窪 匠(細山田)3
測量競技部門
準優勝 土木科 年大山 晃広(川上)3

大山 祐史(花岡)
小畑 大輔(垂水)

６
／
14

各
ク
ラ
ス
で
防
災
時
の
注
意
事
項

を
確
認
し
た
後
、
地
震
発
生
の
想
定

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
避
難
を
行
い
ま

し
た
。
生
徒
・
職
員
と
も
放
送
の
指

示
に
従
っ
て
、
速
や
か
に
避
難
し
て

い
ま
し
た

「
災

。

害
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る

。
」

今
回
の
訓
練
で
学

ん
だ
こ
と
を
忘
れ

ず
、
日
々
の
備
え

に
心
掛
け
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

避

難

訓

練

５
／
15

工 業 の 『 技 』 光 る

総
会
は
昼
過
ぎ
か
ら
約
二
時
間
、

予
算
な
ど
の
協
議
や
学
校
か
ら
の
説

明
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
地
区
別
集

会
、
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
続
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
の
夜、

は
懇
親
会
が
あ
り

多
く
の
保
護
者
、

職
員
が
参
加
し
盛

会
で
し
た
。
欠
席

者
に
対
し
て
の
報

告
会
は
、
二
十
三

日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
体
の
出
席

率
は
八
十
六
％
で

し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
報
告
会

５
／
13

昭
和
五
十
六
年
の
部
活
動
の
試
合
後

に
亡
く
な
っ
た
生
徒
の
冥
福
を
祈
り
設

定
さ
れ
ま
し
た
。
本
人
や
そ
の
後
に
病

気
や
不
慮
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た
生
徒

、

、

に
対
し
て

学
校
全
体
で
黙
祷
を
捧
げ

ま
た
自
分
の
毎
日

の
行
動
も
振
り
返

る
日
で
す
。
お
互

い
に
健
康
管
理
や

交
通
事
故
に
は
十

分
気
を
つ
け
た
い

も
の
で
す
。

学
校
安
全
の
日

６
／
４

『
た
ば
こ
の
真
実
・
君
た
ち
は
狙
わ
れ

て
い
る
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
野
田
隆

先
生
（
串
間
市
の
開
業
医
）
に
よ
る
、

健
康
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

た
ば
こ
と
疾
病
に
関
す
る
実
験
例
を

は
じ
め
、
た
ば
こ
の
依
存
性
・
有
害
性

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
た
ば
こ
は
絶

対
に
吸
わ
な
い
と
い
う
、
正
し
い
判
断

力
と
高
い
意
識
を
持

っ
て
健
康
的
な
生
活

を
送
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

た

ば

こ

と

健

康

講

話

５
／
28

鹿児島県立鹿屋工業高等学校 学校だより 第２号平成20年７月７日発行

第２号
平成20年７月７日

鹿児島県立
鹿屋工業高等学校

不 勤 自
屈 勉 律



本
年
度
よ
り
、
広
報
活
動
の
一
環
と
し

て
学
校
だ
よ
り
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

末
永
い
お
付
き
合
い
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

発

行

に

当

た

っ

て

三
年
生
を
対
象
と
し
た
進
路
説
明
会
が
行
わ
れ

。

、

ま
し
た

社
会
経
験
豊
富
な
方
々
を
講
師
に
招
き

生
徒
の
進
路
希
望
別
に
講
話
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。面

接
で
の
心
得
や
、
実
社
会
の
現
場
の
様
子
な

ど
、
講
師
の
先
生
方
の
熱
の

入
っ
た
講
話
に
、
生
徒
達
は

真
剣
な
顔
で
聞
い
て
い
ま
し

た
。
三
年
生
の
進
路
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

る
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

進

路

説

明

会

６
／
４

顧
問
・
荻
迫
先
生
、
田
中
先
生

(
)

主
将
・
芝
原
勝
利

土
木
科
三
年
・
第
一
鹿
屋
中
出
身

現
在
、
三
年
生
十
五
名
、
二
年
生
九
名
、
一
年
生
七

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
練
習
場
所
は
、
主
に
西
原
の

健
康
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
毎
日
遅
く
ま
で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
努
力
が
実
り
、
春
の
地
区
大
会
で
は
八

回
目
の
優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、、

先
日
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で
は

団
体
で
県
二
位
と
い
う
素
晴
ら
し

い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
、
創

部
八
年
目
に
し
て
九
州
大
会
出
場

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
心
者
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ

テ
ニ
ス
部
に
入
部
し
、
全
国
大
会

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

部
活
動
紹
介
（
テ
ニ
ス
部
）

道
路
や
鉄
道
・
ト
ン
ネ
ル
・
ダ
ム
・
橋
と
い
っ
た
私
達
の
生

活
の
基
盤
と
な
る
も
の
を
作
る
の
が
土
木
の
仕
事
で
す
。
最
近

で
は
、
自
然
環
境
の
保
全
・
修
復
な
ど
も
て
が
け
て
い
ま
す
。

物
を
作
る
上
で
基
本
と
な
る
の
が
測
量

で
す
。
写
真
は
水
準
測
量
と
い
っ
て
高

低
差
を
測
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一

ミ
リ
単
位
ま
で
正
確
に
測
っ
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

地
球
の
上
に
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
く
、

そ
ん
な
夢
を
実
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

各

学

科

紹

介
（

土
木
科

）

ご不明な点については右記へ連絡してください 【県立鹿屋工業高校 教務係 Tel 0994-42-2165】

各
ク
ラ
ス
代
表
に
よ
る
予
選
を
経
た
七
人
の
弁

士
が
、
日
常
生
活
か
ら
感
じ
た
事
・
自
己
の
将
来

・
現
代
の
社
会
問
題
等
様
々
な
分
野
の
テ
ー
マ
で

熱
弁
を
振
る
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
最
優
秀

賞
に
電
気
科
三
年
の
音
樫
優
輔
君
（
垂
水
中

、
）

（

）

優
秀
賞
に
電
子
科
三
年
の
高
山
将
吾
君

田
崎
中

・
電
気
科
一
年
の
門
松
将
史

君
（
国
見
中
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
最
優
秀
賞
の
音
樫
君

は
、
学
校
代
表
と
し
て
鹿
児

島
県
の
弁
論
大
会
に
出
場
し

ま
す
。

弁

論

大

会

６
／
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● ●● ●● ●● ●６月・７月の主な行事

６
月
行
事

４

日

水

学
校
安
全
の
日
・
進
路
説
明
会

（

）

６

日

金

機
械
製
図
検
定
（
１
次
）

（

）

８

日

日

危
険
物
取
扱
者
試
験

（

）
第
２
種
電
気
工
事
士
（
筆
記
）

９

日

月

Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
テ
ス
ト
（
３
年
）

（

）

日

水

前
期
生
徒
総
会

（

）

11

日

金

漢
字
検
定
（
１
次
）

（

）

13

日

土

英
語
検
定

（

）

14

日

月

風
紀
検
査

（

）

16

日

火

弁
論
大
会

（

）

17

日

水

統
一
Ｌ
Ｈ
Ｒ
（
進
路
保
障
）

（

）

18

日

金

計
算
技
術
検
定

（

）

20

日

(

土)

公
務
員
模
試
（
３
年
）

21

日

(

金)

情
報
技
術
検
定

27２
～

家
庭
訪
問
・
三
者
面
談

13
～
７
／
１

期
末
考
査

26７
月
行
事

１

日

火

単
車
実
技
講
習
会(

３
年)

（

）
寮
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

２

日

水

統
一
Ｌ
Ｈ
Ｒ
（
交
通
）

（

）

４

日

金

機
械
製
図
検
定
（
２
次
）

（

）

９

日

水

ク
レ
ペ
リ
ン
検
査

（

）
職
業
適
性
検
査

日

土

パ
ソ
コ
ン
利
用
技
術
検
定

（

）

12

日

日

英
語
検
定
（
２
次
）

（

）

13

日

金

終
業
式

（

）

18

日

(

火)

普
通
救
命
講
習
会

22

日

日

第
２
種
電
気
工
事
士(

実
技)

（

）

27

国
家
技
能
検
定

日

(

火)

中
学
生
体
験
入
学

29２
～
４

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
会

５
・
６

小
型
車
両
系
建
設
機
械
講
習

・

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

10

11


